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インターバンクの声 （2016 年 11 月 4 日） 
 

先週金曜日のニューヨークの昼過ぎ、それまで105円台中盤付近で取引されていた

ドル円相場が突如ドル売りに動き始め、1 時間経つか経たないうちに 104 円台中盤

まで値を下げてしまった。米連邦捜査局（ＦＢＩ）が米大統領選クリントン候補の国務

長官時代の私用メール問題についての再捜査開始を表明したためだった。米司法

省、民主党、そしてオバマ大統領までもが、この時期にＦＢＩが再捜査を表明したこと

に批判的だが、トランプ候補がクリントン候補を追い上げ、一部の世論調査ではリー

ドさえ奪っている状況をいまさら変えることは出来ない。週明けこそいったん 105 円

台に戻す場面もあったが、大統領選の行方に対する不透明感や警戒感は日毎に

増すばかりで、昨日は遂に 102 円台中盤まで下げてしまった。流れが一方向に傾き

出す時には良くあることだが、昨日は米新規失業保険申請件数、ISM 非製造業景

況指数といった経済指標まで悪化、前日に米原油在庫の大幅な増加が伝わってい

たため原油価格も 45 ドルを割るなど、ドルを下支えするどころか、さらに下落を誘う

材料も重なった。短期間で105円台から3円も下げたので勢いはなくなると思われる

が、雇用統計の結果が良くなければ 101 円台突入もあるのかも知れない。 
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